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　ミツカン水の文化センターでは、「使いながら守る水循環」を学ぶための

「里川文化塾」を年に数回開いております。第 24回目となる今回は、房総

丘陵の小
おびつがわ

櫃川周辺に今も残るトンネル状の用水路「二五穴」に着目しました。

「二五穴」は江戸時代後期から明治時代初期にかけてつくられましたので、

100年以上使いつづけられています。その名の由来は、幅二尺×高さ五尺

（およそ 60cm×150cm）の大きさ。長いトンネルは 200～700mあり、

これをつないで用水路を形づくっています。

　房総の住民たちの知恵と工夫の結晶ともいえる「二五穴」を再発見した国

立歴史民俗博物館 研究部 教授の西
にしたに

谷 大
まさる

さんと千葉県立中央博物館 主任

上席研究員の島
しまだて

立理
り こ

子さんを講師に迎え、先人の苦労と工夫を学び、そし

て往時の里山のあり方についても考えたいと思います。

　なお、里川文化塾は第 25回以降も企画中です。今後はホームページやメ

ールマガジン「里川だより」でお知らせしますので、ぜひご参加ください！

まだ知らない人に機関誌の最新号を

　年3回発行している機関誌『水の文化』。
取材などで初めてお会いする方々に「こうい
う雑誌を出しているのですね！」と言われるこ
ともあります。そこで「多くの人に読んでい
ただきたい」と思い、ホームページ上に機関
誌の「試し読み申し込みボタン」を加えました。
　クリックすると連絡先フォームに飛び、氏名
やご住所などを入力していただくと、最新号
が1冊お手元に届きます。
　読者の皆さまの周囲で機関誌を知らない
方には、ぜひ「試し読み申し込みボタン」の
ことをお伝えください。

「この記事、いいな」と思ったらポチッ！

　ホームページでは機関誌（Web版、PDF版）をはじめ、里川文化
塾、水の風土記、調査報告など水にまつわる情報を発信していますが、
皆さまがどんな情報に共鳴しているのか、どのような記事に関心が高
いのかはなかなかわかりません。
　少しでも皆さまの反応を知りたいと思い、ソーシャルボタンを設けま
した。ホームページをご覧になって、「こういう情報は知らせたいな」
「この記事おもしろかった！」と思った場合は、ぜひ「ポチッ」と押して
みてください。

センター活動報告

2016年7月31日（日）開催決定！
（千葉県君津市・小櫃川周辺）

※小雨決行。荒天時の順延日は8月3日（水）

第24回里川文化塾

山を貫くトンネル用水路「二
に ご あ な

五穴」
参加者募集中！

ホームページに新しく２つのボタンが加わりました！
★機関誌の「試し読み申し込みボタン」を設置 ★「ソーシャルボタン」が全ページに

 日時： 2016年 7月 31日（日）9:00～17:00ごろ
  （小雨決行。荒天時の順延日＝8月 3日（水））
 フィールド： 千葉県君津市・小櫃川周辺
 座学会場： 君津市立久留里城址資料館（千葉県君津市久留里字内山）
 集合・解散場所： ［集合］9:00　JR総武線「津田沼駅」南口
  　　　　→貸切バスで君津市立久留里城址資料館へ移動
  ［解散］17:00ごろ　JR総武線「津田沼駅」南口
  　　　　（交通状況により遅延の可能性あり）
 当日の予定： 午前中＝講師 2名による座学
  午後＝大戸用水・平山用水の現地視察
  ※上記は予定です。変更する場合もございますので、
  　詳しくはホームページをご覧ください

 講師： 西谷 大 さん
  　国立歴史民俗博物館 研究部 教授・メタ資料学研究センター長
  島立理子 さん
  　千葉県立中央博物館 主任上席研究員

新設したソーシャルボタン。左から「Facebookいいね」「Facebookシ
ェア」「Twitter」「はてなブックマーク」

メニューボタンの下に設置した機関誌『水
の文化』の「試し読み申し込みボタン」

「平山用水」の出口となる二五穴。田植えに備えて水を通し、稲刈りが始
まる前のお盆過ぎに水を止める

水のない二五穴。秋から冬にかけ
てはこのような状態となる

久留里城（くるりじょう）の復興天守
閣から丘陵地帯を眺める

座学会場となる君津市立久留里城址
資料館
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水の文化  Information
■ 『水の文化』に関する情報をお寄せください
 本誌『水の文化』では、今後も引き続き「人と水のかかわ
り」に焦点をあてた活動や調査・研究などを紹介していき
ます。

 ユニークな水の文化楽習活動や、「水の文化」にかかわる
地域に根ざした調査や研究がありましたら、自薦・他薦を問
いませんので、事務局まで情報をお寄せください。

■ ホームページのお問い合わせ欄をご利用ください。
 http://www.mizu.gr.jp/

■ 水の文化 バックナンバーをホームページで
 本誌はホームページからPDFファイルとしてダウンロード
できるほか、冊子をご希望の方はホームページの「最新号
のお申し込みボタン」からお申し込みいただけます。どうぞ
ご利用ください。

■ 里川文化塾レポート詳細版は、ホームページで
 里川文化塾のレポート詳細版は、参加できなかった方も楽
しめる内容です。今後の企画についても、順次ホームペー
ジでご案内します。ご注目ください。

発行日
2016年（平成 28）6月

企画協力 （氏名 50音順）

沖　大幹 東京大学生産技術研究所教授

古賀邦雄 水・河川・湖沼関係文献研究会
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※禁無断転載複写

ミツカン水の文化センターは、時期やテーマに沿ったさ

まざまな「水の文化」にかかわる情報を盛り込んだメー

ルマガジン「里川だより」を配信しています。

「里川だより」では、機関誌の発行や里川文化塾の募集

告知など、センターからの情報をいち早くお届け。1人

でも多くの人にご覧いただきたいと考えております。

メールマガジンの配信をご希望の方は、タイトルに「水

の文化センターメルマガ配信希望」と記載して「tokyo-

of�ce@mizu.gr.jp」までメールをお送りください。

ご連絡をお待ちしております ！

メールマガジン配信中 ！

「里川だより」


